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050GCAS Report  Vol.7 2018 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻
とどまる見込みだ。公文書館は現在50人強であるため大幅増と言えなくもない
が、新館完工に備えた人材強化策としては十分とは言えない。
　国立公文書館の機能・施設の在り方等に関する調査検討会議では収集の
対象を公文書以外の歴史的価値を持つ資料に広げることが議論され、来年度
以降に具体化する。その最初の資料となるのが、学習院大学で教鞭をとられた
安藤正人先生が10年以上前から調査研究してこられたオーストラリア国立公
文書館所蔵の在豪州日本商社、銀行の戦前の記録である。日豪親善の象徴と
して日本に寄贈されることが決まり、来年春には日本で記念式典が開かれる。
　以上のように、公文書館の役割は今後、拡大していくだけに、新館建設に並行
してさらに力を入れなければならないのは、公文書をはじめとするアーカイブズに
対する国民の理解を深めることである。新館ができるまでの期間は、アーカイブズ
への認識を高め、新館に対する理解、認識を深める期間と考えるべきである。そ
のために取り組むことは山ほどある。
　一カ月ほど前、お目にかかった福田康夫元総理は、公務員が政治家の目の
色をうかがいながら仕事をしていることを大変危惧されていた。国を誤る可能性
があるということだと思う。そうならないためにも、公文書を含めてアーカイブズの制
度を確立していくことが重要ではないか。
講演｜日本のアーカイブズ、その過去・現在・未来｜松岡資明051
